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(57)【要約】
装薬の遠隔始動のための遠隔始動装置。遠隔始動装置は
：（１）符号化信号を生成及び送信するための手段と、
符号化信号を生成するために送信機に動作命令を入力す
るための手段と、を有する送信機と、（２）装薬に接続
されるよう構成された少なくとも１の受信機であって、
送信機からの符号化信号を受信するための手段と、装薬
の遠隔始動のための出力信号を生成するために、送信さ
れた有効な符号化信号の受信時に受信機に動作命令を入
力するための入力手段と、を有する受信機と、（３）送
信機及び受信機それぞれのための電源と、（４）送信機
及び受信機の安全性及び信頼性並びに遠隔始動装置の始
動を強化するように、点火回路の独立した制御を与える
よう構成され、始動が起こり得る前に各処理手段に同期
するよう構成された互いに独立したデュアル処理手段と
、
を有する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装薬の遠隔始動のための遠隔始動装置であって、当該遠隔始動装置が：
　（１）符号化信号を生成及び送信するための手段と、前記符号化信号を生成するために
送信機に動作命令を入力するための手段と、を有する送信機と、
　（２）前記装薬に接続されるよう構成された少なくとも１の受信機であって、前記送信
機からの前記符号化信号を受信するための手段と、前記装薬の遠隔始動のための出力信号
を生成するために、送信された有効な符号化信号の受信時に前記受信機に動作命令を入力
するための入力手段と、を有する受信機と、
　（３）前記送信機及び受信機それぞれのための電源と、
　（４）前記送信機及び受信機の安全性及び信頼性並びに前記遠隔始動装置の始動を強化
するように、点火回路の独立した制御を与えるよう構成され、始動が起こり得る前に各処
理手段に同期するよう構成された互いに独立したデュアル処理手段と、
を有することを特徴とする遠隔始動装置。
【請求項２】
　各処理手段が、互いに異なるタイプであることを特徴とする請求項１に記載の遠隔始動
装置。
【請求項３】
　各処理手段が、コンピュータ制御の処理手段であることを特徴とする請求項２に記載の
遠隔始動装置。
【請求項４】
　前記処理手段が、マイクロプロセッサであることを特徴とする請求項２に記載の遠隔始
動装置。
【請求項５】
　各処理手段がクロックを有しており、各クロックが互いに独立しており、前記遠隔始動
装置の始動が起きる前に各クロックの時間を互いに同期させる必要があることを特徴とす
る請求項２に記載の遠隔始動装置。
【請求項６】
　前記送信機が前記デュアル処理手段を有していることを特徴とする請求項１に記載の遠
隔始動装置。
【請求項７】
　前記受信機が前記デュアル処理手段を有していることを特徴とする請求項１に記載の遠
隔始動装置。
【請求項８】
　前記送信機及び受信機の双方が、別々のデュアル処理手段を有していることを特徴とす
る請求項１に記載の遠隔始動装置。
【請求項９】
　各マイクロプロセッサが、各プロセッサで共通の障害が確実に起きないように、互いに
異なるタイプであることを特徴とする請求項４に記載の遠隔始動装置。
【請求項１０】
　各マイクロプロセッサ用のソフトウェアが別々に書き込まれていることを特徴とする請
求項９に記載の遠隔始動装置。
【請求項１１】
　前記送信機及び受信機が共通の信号コードを共有しており、当該信号コードが、
　（１）指定したユーザによって遠隔始動装置が始動され得るよう構成されたユーザコー
ドと、
　（２）グループのユーザが前記始動装置を使用し得るよう構成されたグループコードと
、
　（３）前記遠隔始動装置によって複数の別々の装薬を別々に配備且つ始動させ得るよう
構成された回路コードと、
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を有することを特徴とする請求項１に記載の遠隔始動装置。
【請求項１２】
　複数の受信機を有することを特徴とする請求項１に記載の遠隔始動装置。
【請求項１３】
　前記送信機及び受信機が共通の信号コードを共有しており、当該信号コードが：
　（１）指定したユーザによって遠隔始動装置が始動され得るよう構成されたユーザコー
ドと、
　（２）グループのユーザが前記始動装置を使用し得るよう構成されたグループコードと
、
　（３）前記遠隔始動装置によって複数の別々の装薬を別々に配備且つ始動させ得るよう
構成された回路コードと、
を有することを特徴とする請求項１１に記載の遠隔始動装置。
【請求項１４】
　前記送信機及び受信機のそれぞれが、スイッチオンで作動するよう構成された内蔵の自
己テストを有していることを特徴とする請求項１に記載の遠隔始動装置。
【請求項１５】
　前記送信機及び受信機の双方が、極限の環境で動作しこれに耐えるよう構成されている
ことを特徴とする請求項１４に記載の遠隔始動装置。
【請求項１６】
　前記送信機及び受信機が、深さ２０メートルの塩水中、－４０℃乃至＋６０℃の範囲の
温度、及び３００００フィートまでの加圧されていない航空機の機内で動作するよう構成
されていることを特徴とする請求項１５に記載の遠隔始動装置。
【請求項１７】
　前記受信機が、設定可能な遅延時間の経過後に爆発し得るよう構成されたタイマ始動機
能を有していることを特徴とする請求項１に記載の遠隔始動装置。
【請求項１８】
　前記タイマ始動機能が、遠隔点火及び爆発を可能としたまま、切り離せるよう構成され
ていることを特徴とする請求項１７に記載の遠隔始動装置。
【請求項１９】
　前記受信機が、再使用可能に構成されていることを特徴とする請求項１に記載の遠隔始
動装置。
【請求項２０】
　前記受信機が、使い捨て可能に構成されていることを特徴とする請求項１に記載の遠隔
始動装置。
【請求項２１】
　前記送信機が、２５ｋｍ以内の見通し線の受信機を作動させるよう構成されていること
を特徴とする請求項１に記載の遠隔始動装置。
【請求項２２】
　前記送信機が、３ｋｍ以内の都市環境の受信機を作動させるよう構成されていることを
特徴とする請求項１に記載の遠隔始動装置。
【請求項２３】
　前記送信機が、３乃至５ｋｍ以内の開放領域の受信機を作動させるよう構成されている
ことを特徴とする請求項１に記載の遠隔始動装置。
【請求項２４】
　前記電源が、バッテリ又は複数のバッテリであることを特徴とする請求項１に記載の遠
隔始動装置。
【請求項２５】
　前記送信機が、前記遠隔始動装置の点火のために要する２つのボタンの同時操作をし得
るよう構成された制御ボタンを有していることを特徴とする請求項１０に記載の遠隔始動
装置。
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【請求項２６】
　各マイクロプロセッサ用の前記ソフトウェアが：
　（１）擬似「高レベル」コード（ＰＤＬ）を使用して、アセンブリ言語に変換する前に
符号化構造を規定すること、
　（２）サブプログラムへのエントリーポイント及びその終了ポイントが１つのみである
こと、
　（３）レジスタの使用に関して厳密な制御を行って偶発的な上書きを最小限にすること
、
　（４）割り込み処理のために別々のレジスタバンクを使用すること、
　（５）タイミング及びデータ受信を制限する割り込みを使用すること、
　（６）ダイナミックメモリ管理の使用を回避すること、
　（７）浮動点計算の使用を回避すること、
　（８）ＣＲＣチェックサムによって機密データを保護すること、
を含む厳密な符号化の実行を有していることを特徴とする請求項１０に記載の遠隔始動装
置。
【請求項２７】
　前記遠隔始動装置が、無線信号又は時間もしくはこれら双方によって、爆発物の爆発の
指令を行うよう構成されていることを特徴とする請求項１に記載の遠隔始動装置。
【請求項２８】
　前記受信機が、送信された前記共通の信号コードが前記受信機の内部コードの全ての部
分に一致する場合に限り、前記送信機から受信した前記共通の信号コードのみに応答する
よう構成されていることを特徴とする請求項１３に記載の遠隔始動装置。
【請求項２９】
　装薬の遠隔始動のための遠隔始動装置であって、当該遠隔始動装置が：
　（１）符号化信号を生成及び送信するための手段と、前記符号化信号を生成するために
送信機に動作命令を入力するための手段と、を有する送信機と、
　（２）前記装薬に接続されるよう構成された少なくとも１の受信機であって、前記送信
機からの前記符号化信号を受信するための手段と、前記装薬の遠隔始動のための出力信号
を生成するために、前記受信機と通信して送信された有効な符号化信号の受信時に受信機
に動作命令を入力するための入力手段と、を有する受信機と、
　（３）前記送信機及び受信機それぞれのための電源と、
　（４）前記送信機及び受信機の安全性及び信頼性並びに前記遠隔始動装置の始動を強化
するように、点火回路の独立した制御を与えるよう構成され、始動が起こり得る前に各処
理手段に同期するよう構成された互いに独立したデュアル処理手段と、を有しており、
　前記送信機及び前記受信機が、前記送信機及び前記受信機の双方を１つのグループに結
合する共通の信号コードを共有及び記憶しており、
　前記受信機が、前記受信機に記憶された前記共通の信号コードの全ての部分に一致する
送信された符号化信号のみに応答し得ることを特徴とする遠隔始動装置。
【請求項３０】
　複数の受信機を有しており、
　当該受信機のそれぞれが、前記送信機からの符号化信号を受信且つ処理し、前記受信機
と接続している装薬の遠隔始動のために出力信号を開始するよう構成されていることを特
徴とする請求項２９に記載の遠隔始動装置。
【請求項３１】
　前記共通の信号が：
　（１）指定したユーザによって遠隔始動装置が始動され得るよう構成されたユーザコー
ドと、
　（２）グループのユーザが前記始動装置を使用し得るよう構成されたグループコードと
、
　（３）前記遠隔始動装置によって複数の別々の装薬を別々に配備且つ始動させ得るよう
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構成された回路コードと、
を有することを特徴とする請求項３０に記載の遠隔始動装置。
【請求項３２】
　各処理手段が、互いに異なるタイプであることを特徴とする請求項３１に記載の遠隔始
動装置。
【請求項３３】
　各処理手段が、コンピュータ制御の処理手段であることを特徴とする請求項３２に記載
の遠隔始動装置。
【請求項３４】
　各処理手段が、マイクロプロセッサであることを特徴とする請求項３２に記載の遠隔始
動装置。
【請求項３５】
　各処理手段がクロックを有しており、前記遠隔始動装置の始動が起きる前に各クロック
の時間を互いに同期させる必要があることを特徴とする請求項３２に記載の遠隔始動装置
。
【請求項３６】
　前記送信機がデュアル処理手段を有していることを特徴とする請求項３１に記載の遠隔
始動装置。
【請求項３７】
　前記受信機がデュアル処理手段を有していることを特徴とする請求項３１に記載の遠隔
始動装置。
【請求項３８】
　前記送信機及び前記受信機双方が、別々のデュアル処理手段を有していることを特徴と
する請求項３１に記載の遠隔始動装置。
【請求項３９】
　各マイクロプロセッサが、各プロセッサで共通の障害が確実に起きないように、互いに
異なるタイプであることを特徴とする請求項３４に記載の遠隔始動装置。
【請求項４０】
　各マイクロプロセッサ用のソフトウェアが別々に書き込まれていることを特徴とする請
求項３９に記載の遠隔始動装置。
【請求項４１】
　装薬の遠隔始動のための遠隔始動装置を具える遠隔始動システムであって、前記遠隔始
動装置が：
　（１）符号化信号を生成及び送信するための手段と、前記符号化信号を生成するために
送信機の中に動作命令を入力するための手段と、を有する送信機と、
　（２）前記装薬に接続されるよう構成された少なくとも１の受信機であって、前記送信
機からの前記符号化信号を受信するための手段と、前記装薬の遠隔始動のための出力信号
を生成するために、前記受信機と通信して送信された有効な符号化信号の受信時に受信機
に動作命令を入力するための入力手段と、を有する受信機と、
　（３）前記送信機及び前記受信機用のそれぞれの電源と、
　（４）前記送信機及び受信機の安全性及び信頼性及び前記遠隔始動装置の始動を強化す
るように、点火回路の独立した制御を与えるよう構成され、始動が起こり得る前に各処理
手段に同期するよう構成された互いに独立したデュアル処理手段と、を有しており、
　前記送信機及び前記受信機が、前記送信機及び前記受信機の双方を１つのグループに結
合する共通の信号コードを共有及び記憶しており、
　前記受信機が、前記受信機に記憶された前記共通の信号コードの全ての部分に一致する
送信された符号化信号のみに応答し得ることを特徴とする記載の遠隔始動システム。
【請求項４２】
　添付図面を参照して実質的に以上に記載された装薬の遠隔始動のための遠隔始動装置。
【請求項４３】
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　添付図面を参照して実質的に以上に記載された装薬の遠隔始動のための遠隔始動システ
ム。
【請求項４４】
　添付図面を参照して実質的に以上に記載された装薬の遠隔始動のための方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、装薬の遠隔始動（ＲＩ）のための遠隔始動装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　軍隊、他の国防に関連する政府機関及び爆弾の他の使用者が安全に爆弾を爆発させる一
般的な要求がある。安全にとは、この背景において：安全に距離が離れている、安全な時
間的な隔たりがある、及び始動の安全性を意味している。爆弾は、電気回路ケーブル又は
電気的ではない「ケーブル」によって始動するが、ケーブルを長い距離（数百メートルか
ら数ｋｍ）に延ばす必要がある場合、又は相当なケーブル長さを伴う複数の回路がある場
合、無線信号による遠隔始動が大いに望ましい。また、電気による始動のケースでは、長
いケーブル長さにより、ケーブル上への電磁誘導（無線信号又は落雷）によって装薬が非
常に敏感に始動し得る。
【０００３】
　始動の安全性は、誤って復号した信号又は故意に偽造された信号により、爆弾が誤って
始動してはならないことを要求している。また、要求される極めて高レベルの安全性を確
実にするために、マイクロプロセッサ及びプログラムコードの障害の可能性から機器を保
護しなければならない。また、部品の障害により点火電圧が爆発の回路に誤って加えられ
ないよう保証するために、極めて高度の基準に、点火回路を構成及び検討しなければなら
ない。
【０００４】
　遠隔始動の機器は、できる限り容積が小さく軽量であることを要する。無線送信システ
ムは、適切な距離；すなわち、地対地の見通し線で２５ｋｍ、農村環境で１０ｋｍ、都市
環境において３ｋｍで動作することを要する。このような機器は、－４０℃から＋６０℃
の温度、２０メートルの水深及び３０，０００フィートまで飛行する航空機の中を含む環
境で運搬されるよう、頑丈であることを要する。
【０００５】
　他の望ましい態様は、遠隔始動を切り離せる時限始動機能を含むことである。
【０００６】
　普通に入手可能な使い捨て可能なバッテリで動作するのが望ましい。受信ユニットは、
最大１５日間、配備されて、さらに３００メートルのケーブル端部で爆発物を始動し得る
必要がある。
【０００７】
　機器の作動は、安全、単純で、及び兵士がその使用を訓練するのが容易である必要があ
る。使用者は、機器が動作する前に作動の現場から退却する時間を有しなければならない
。機器の信号プロトコルは、配備される受信機器の数の相当量の柔軟性を有し、同時及び
別個の爆発の組み合わせて、多くの動作要求のバリエーションをカバーできなければなら
ない。
【０００８】
現状の遠隔始動機器
　現状のＲＩ機器は、かさばって、約１．５ｋｇと重量が大きく、約１５００立方ｃｍの
容積がある。この重量及び容積は、電力の持続時間の必要性によって駆り立てられており
、既存の扱いにくいバッテリ液の原因となっている。さらに、要求される距離を達成する
ための周波数帯域が、良好に選択されない可能性がある。また、これにより、選択した送
信機の電力レベルを通じてさらなる電力需要を引き起こしている。



(7) JP 2010-503820 A 2010.2.4

10

20

30

40

50

【０００９】
　ある現状の機器は、再送信ユニットを提供することによって、すなわち、受信機がレン
ジの途中で信号を取り込んでそれを別の送信機に結合することを最も遠い受信機まで（で
きる限り複数回）繰り替えすことによって、距離を増やそうと試みている。しかしながら
、これは、システムの複雑さ、設定時間、システムのトータルの重量を大いに増やす（バ
ッテリに関する少なくとも４つのかさばった物品）。
【００１０】
　電子機械の単純な障害又は未検証のソフトウェアパスのいずれかが、点火回路の始動を
引き起こす可能性があるため、単一のマイクロプロセッサの信頼性が、疑わしい可能性が
ある。マイクロプロセッサ及びそのプログラムについて作製される最も安全な条件は、そ
の条件が、点火事象を始動させるよう任意に決定する可能性があることである。このよう
な事象を防ぐために、点火回路の独立した制御を具えた第２のプロセッサを組み込むこと
ができる。
【００１１】
　高価で、安全に使い捨て可能な遠隔始動による使い捨て可能な受信機が、現状の製品範
囲の中で利用できるよう知られている。
【００１２】
既存の遠隔始動装置の欠点
　安全性：以下に説明する本発明の安全な構造を具えた従来の機器が知られていない。
【００１３】
　容積及び重量：既知の従来の機器の容積及び重量は、本発明の少なくとも３倍である。
【００１４】
　耐久性：既知の従来の機器の耐久性は、本発明の耐久性と同等か又はそれよりも小さい
。本発明は、特別な型のバッテリを使用しておらず、ほとんどの店舗で入手可能なシンプ
ルな一次電池を使用している。
【００１５】
　使用及び訓練のし易さ：既存の遠隔始動装置は、いずれも使用し易さを提供しない。最
も簡単な配備以外に、かなりの量の訓練及び経験を要する。
【００１６】
　動作無線範囲：現状のシステムの無線範囲は、ユーザーコミュニティにとって望ましい
範囲に及ばない。
【００１７】
発明の目的
　本発明の目的は、既知の技術の欠点及び限界を改善する、装薬の遠隔始動のための遠隔
始動装置を提供し、又は少なくとも有用な選択を公に提供することである。
【発明の概要】
【００１８】
　第１の態様では、本発明は、装薬の遠隔始動のための遠隔始動装置であって、当該遠隔
始動装置が：（１）符号化信号を生成及び送信するための手段と、符号化信号を生成する
ために送信機に動作命令を入力するための手段と、を有する送信機と、（２）装薬に接続
されるよう構成された少なくとも１の受信機であって、送信機からの符号化信号を受信す
るための手段と、装薬の遠隔始動のための出力信号を生成するために、送信された有効な
符号化信号の受信時に受信機に動作命令を入力するための入力手段と、を有する受信機と
、（３）送信機及び受信機それぞれのための電源と、（４）送信機及び受信機の安全性及
び信頼性並びに遠隔始動装置の始動を強化するように、点火回路の独立した制御を与える
よう構成され、始動が起こり得る前に各処理手段に同期するよう構成された互いに独立し
たデュアル処理手段と、を有する。
【００１９】
　第２の態様では、本発明は、装薬の遠隔始動のための遠隔始動装置であって、当該遠隔
始動装置が：（１）符号化信号を生成及び送信するための手段と、符号化信号を生成する



(8) JP 2010-503820 A 2010.2.4

10

20

30

40

50

ために送信機に動作命令を入力するための手段と、を有する送信機と、（２）装薬に接続
されるよう構成された少なくとも１の受信機であって、送信機からの符号化信号を受信す
るための手段と、装薬の遠隔始動のための出力信号を生成するために、受信機と通信して
送信された有効な符号化信号の受信時に受信機に動作命令を入力するための入力手段と、
を有する受信機と、（３）送信機及び受信機用のそれぞれの電源と、（４）送信機及び受
信機の安全性及び信頼性及び遠隔始動装置の始動を強化するように、点火回路の独立した
制御を与えるよう構成され、始動が起こり得る前に各処理手段に同期するよう構成された
互いに独立したデュアル処理手段と、を有しており、送信機及び受信機が、送信機及び受
信機の双方を１つのグループに結合する共通の信号コードを共有及び記憶しており、受信
機が、受信機に記憶された共通の信号コードの全ての部分に一致する送信された符号化信
号のみに応答し得る。
【００２０】
　第３の態様では、本発明は、装薬の遠隔始動のための遠隔始動装置を具える遠隔始動シ
ステムであって、遠隔始動装置が：（１）符号化信号を生成及び送信するための手段と、
符号化信号を生成するために送信機の中に動作命令を入力するための手段と、を有する送
信機と、（２）装薬に接続されるよう構成された少なくとも１の受信機であって、送信機
からの符号化信号を受信するための手段と、装薬の遠隔始動のための出力信号を生成する
ために、受信機と通信して送信された有効な符号化信号の受信時に受信機に動作命令を入
力するための入力手段と、を有する受信機と、（３）送信機及び受信機用のそれぞれの電
源と、（４）送信機及び受信機の安全性及び信頼性及び遠隔始動装置の始動を強化するよ
うに、点火回路の独立した制御を与えるよう構成され、始動が起こり得る前に各処理手段
に同期するよう構成された互いに独立したデュアル処理手段と、を有しており、送信機及
び受信機が、送信機及び受信機の双方を１つのグループに結合する共通の信号コードを共
有及び記憶しており、受信機が、受信機に記憶された共通の信号コードの全ての部分に一
致する送信された符号化信号のみに応答し得る。
【００２１】
　好適には、各処理手段が、互いに異なるタイプである。
【００２２】
　好適には、各処理手段が、コンピュータ制御の処理手段である。
【００２３】
　好適には、処理手段が、マイクロプロセッサである。
【００２４】
　好適には、各処理手段がクロックを有しており、遠隔始動装置の始動が起きる前に各ク
ロックの時間を互いに同期させる必要がある。
【００２５】
　好適には、送信機がデュアル処理手段を有している。
【００２６】
　好適には、受信機がデュアル処理手段を有している。
【００２７】
　好適には、送信機及び受信機の双方が、別々のデュアル処理手段を有している。
【００２８】
　好適には、各マイクロプロセッサが、各プロセッサで共通の障害が確実に起きないよう
に、互いに異なるタイプである。
【００２９】
　好適には、各マイクロプロセッサ用のソフトウェアが別々に書き込まれている。
【００３０】
　好適には、送信機及び受信機が共通の信号コードを共有しており、当該信号コードが、
（１）指定したユーザによって遠隔始動装置が始動され得るよう構成されたユーザコード
と、（２）グループのユーザが始動装置を使用し得るよう構成されたグループコードと、
（３）遠隔始動装置によって複数の別々の装薬を別々に配備且つ始動させ得るよう構成さ
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れた回路コードと、を有する。
【００３１】
　好適には、複数の受信機を有する。
【００３２】
　好適には、送信機及び受信機が共通の信号コードを共有しており、当該信号コードが：
（１）指定したユーザによって遠隔始動装置が始動され得るよう構成されたユーザコード
と、（２）グループのユーザが始動装置を使用し得るよう構成されたグループコードと、
（３）遠隔始動装置によって複数の別々の装薬を別々に配備且つ始動させ得るよう構成さ
れた回路コードと、を有する。
【００３３】
　好適には、送信機及び受信機のそれぞれが、スイッチオンで作動するよう構成された内
蔵の自己テストを有している。
【００３４】
　好適には、送信機及び受信機の双方が、極限の環境で動作しこれに耐えるよう構成され
ている。
【００３５】
　好適には、送信機及び受信機が、深さ２０メートルの塩水中で動作し、－４０℃乃至＋
６０℃の範囲の温度で動作するよう構成されている。
【００３６】
　好適には、受信機が、設定可能な遅延時間の経過後に爆発し得るよう構成されたタイマ
始動機能を有している。
【００３７】
　好適には、タイマ始動機能が、遠隔点火及び爆発を可能としたまま、切り離せるよう構
成されている。
【００３８】
　好適には、受信機が、再使用可能に構成されている。
【００３９】
　好適には、受信機が、使い捨て可能に構成されている。
【００４０】
　好適には、送信機が、２５ｋｍ以内の見通し線の受信機を作動させるよう構成されてい
る。
【００４１】
　好適には、送信機が、３ｋｍ以内の都市環境の受信機を作動させるよう構成されている
。
【００４２】
　好適には、送信機が、３乃至５ｋｍ以内の開放領域の受信機を作動させるよう構成され
ている。
【００４３】
　好適には、電源が、バッテリ又は複数のバッテリである。
【００４４】
　好適には、送信機が、遠隔始動装置の点火のために要する２つのボタンの同時操作をし
得るよう構成された制御ボタンを有している。
【００４５】
　好適には、各マイクロプロセッサ用のソフトウェアが：（１）擬似「高レベル」コード
（ＰＤＬ）を使用して、アセンブリ言語に変換する前に符号化構造を規定すること、（２
）サブプログラムへのエントリーポイント及びその終了ポイントが１つのみであること、
（３）レジスタの使用に関して厳密な制御を行って偶発的な上書きを最小限にすること、
（４）割り込み処理のために別々のレジスタバンクを使用すること、（５）タイミング及
びデータ受信を制限する割り込みを使用すること、（６）ダイナミックメモリ管理の使用
を回避すること、（７）浮動点計算の使用を回避すること、（８）ＣＲＣチェックサムに
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よって機密データを保護すること、を含む厳密な符号化の実行を有している。
【００４６】
　好適には、遠隔始動装置が、爆発物の爆発の指令のために無線信号又は時間もしくはこ
れら双方を使用するよう構成されている。
【００４７】
　好適には、受信機が、送信された共通の信号コードが受信機の内部コードの全ての部分
に一致する場合に限り、送信機から受信した共通の信号コードのみに応答するよう構成さ
れている。
【００４８】
　好適には、複数の受信機を有しており、当該受信機のそれぞれが、送信機からの符号化
信号を受信且つ処理し、受信機と接続している装薬の遠隔始動のために出力信号を開始す
るよう構成されている。
【００４９】
　他の態様は、本書に記載されている。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
　ここで、添付図面を参照して、単に例として本発明を説明する。
【００５１】
【図１】図１は、本発明の第１の好適な実施例に係る送信機の正面斜視図である。
【図２】図２は、本発明の第１の好適な実施例に係る受信機の正面斜視図である。
【図２Ａ】図２Ａは、図２に示す受信機の背面斜視図である。
【図３】図３は、本発明の第２の好適な実施例に係る受信機の正面斜視図である。
【図４】図４は、本発明の第１の好適な実施例に係る、受信機の回路コードを設定するス
テップを示すフローチャートである。
【図５Ａ】図５Ａは、本発明の第１の好適な実施例に係る、受信機を配置して爆発を始動
するステップを示すフローチャートである。
【図５Ｂ】図５Ｂは、本発明の第１の好適な実施例に係る、受信機を配置して爆発を始動
するステップを示すフローチャートである。
【図６】図６は、本発明の第１の好適な実施例に係る、回路に点火するためのステップを
示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００５２】
　以下の記載は、本発明の好適な実施例に係る発明を説明しており、すなわち、装薬の遠
隔始動のための遠隔始動装置を説明している。本発明は、好適な実施例が単に本発明を例
示するのみであるため、好適な実施例に全く限定されず、可能なバリエーション及び修正
が本発明の範囲から逸脱することなしに容易に明らかとなろう。
【００５３】
　本発明に係る遠隔始動装置は、送信機と、いくつかの小さな付属部品を備えた１又はそ
れ以上のメインの受信機とを有している。送信機及び受信機は、グループ（ＧＲＯＵＰ）
にユニットを結合する共通の信号コードを共有する。共通の信号コードは、ユーザ（ＵＳ
ＥＲ）コード、グループ（ＧＲＯＵＰ）コード及び回路（ＣＩＲＣＵＩＴ）コードから成
るコードの部分を有している。受信機は、その内部のコード（ＵＳＥＲ／ＧＲＯＵＰ／Ｃ
ＩＲＣＵＩＴ）の全ての部分に一致する信号のみに応答する。ユーザコードは、別の部隊
に支給された機器を他の部隊によって始動できないことを保証する。グループコードによ
り、共通の部隊の中の異なる小部隊が、同じ部隊中の他の小部隊によって配備された機器
を起動せずに、始動装置を使用可能となる。グループコードは、製造時又は高水準のメン
テナンスの際に送信機及び受信機に設定される。
【００５４】
　回路コードにより、複数の別々の装薬を別々に配備且つ始動させることが可能となる。
送信機の低出力送信を使用することによって、受信機の回路コードを設定（セット）でき
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る。これにより、受信機が個別又は共通の回路コードを混ぜたもの、すなわち、別々に始
動する爆発又は同時に起きる爆発を引き受けることを可能にする。
【００５５】
　追加的に、同じような低出力の送信機の送信によって使い捨ての受信機を構成して、送
信機のグループコードを引き受けることができ、これにより、使い捨てできないグループ
に使い捨ての受信機を結合し得る。このような構造により、使い捨ての受信機をグループ
内で交換できる。
【００５６】
　遠隔始動装置は、１の送信機及び１の受信機から成る最小限のグループで構成し得る。
【００５７】
　スイッチオンにより、送信機及び受信機双方で内蔵の自己テスト機能を実行する。さら
に、様々な機能、例えば、バッテリレベル、充電電圧等の実行に関する自動テストを実行
する。テストの障害が、個別のエラーコードとしてＬＣＤディスプレイに表示され、機器
が安全状態に置かれる。受信機への送信の信号強度を実行して配備要員によって受信機で
観測し得る。規格に合った送信機及び受信機は、深さ２０メートルまでの塩水中、－４０
℃から＋６０℃の範囲の温度、３０，０００フィートまでの加圧されていない航空機の機
内を含む、極限の環境において動作能力を提供する。
【００５８】
　設定可能な遅延時間の経過後に受信機が爆発を始動し得るタイマー始動機能が含まれて
いる。この受信機は、武装したタイマ始動状態であっても、遠隔無線指示によって点火さ
れる。また、タイマ始動機能を取り消す無線指示を出すことができる。タイマ始動機能を
取り消した後に、受信機は遠隔始動指令を受け入れる状態となる。
【００５９】
　点火回路の不当な始動から保護するために、遠隔始動装置は２つのマイクロプロセッサ
、すなわち第１のプロセッサ及び第２のプロセッサを有しており、これにより、各プロセ
ッサに点火回路のそれ自身の独立した制御を与える。さらに、このような第２のプロセッ
サ用のプログラムは、好適には、第１のプロセッサのソフトウェア用に使用される独立し
たソフトウェアグループによって書かれている。このような２つの独立したプロセッサが
点火事象を一緒に始動することを決める可能性は、天文学的に乏しい。
【００６０】
　遠隔始動装置の構成及びその実現は、その安全性に払われる特別な関心を集めている。
すなわち：
　・１つの部品の障害がないことを保証するためにフォルトツリー解析（ＦＴＡ）を受け
る電気回路が、危険な状況に至る可能性がある。
　・構造が、点火回路の別々の制御を具えた２つのマイクロプロセッサを有している。
　・各マイクロプロセッサが異なるタイプであり、各プロセッサが共通の障害を有しない
ことを保証する。
　・マイクロプロセッサのプログラムが、異なるソフトウェアの書き込みツールを具えた
別のソフトウェアグループによって書かれている。
　・回路が故障モード影響解析及び致命度解析を受ける。
【００６１】
　図１は、彩色したアルミニウム製のハウジング７に収容された送信機を示す。ハウジン
グは、２０メートルの深さまで防水性を有し３０，０００フィートの高度に耐えるよう密
閉されている。この送信機は、約７６８ｃｍ３の容積を有する。
【００６２】
　送信機は、符号化信号を生成し、同じユーザコード及びグループコードを有するよう設
定されている受信機にそれらを無線送信し得る。再利用できる型の受信機は、コードが設
定されるよう製造時に予めプログラムされる。使い捨ての型の受信機は、送信機からの無
線信号によって、送信機と同じユーザコード及びグループコードを有するようプログラム
される。さらに、各受信機が、送信機が信号の中に有している回路コードを有しており、
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この回路コードによって受信機を一意的に始動し得る。
【００６３】
　送信機は、２５ｋｍ以内の見通し線（ｌｉｎｅ－ｏｆ－ｓｉｇｈｔ）の送信で受信機を
動作させることができる。アンテナは、１／４波長又は１／２波長のモノポールである。
２本のバッテリチューブホルダ６の中の４つの標準的なＡＡアルカリ電池によって送信機
に電源が供給される。
【００６４】
　図１に示すように、アンテナが、保護カバーを具えたＢＮＣコネクタ２に結合されてい
る。電源は、電源スイッチ１を引き上げて回すころによってオンになる。ディスプレイ４
は、送信機能の選択を与え、動作状態を報告する。キーパッド５は、選択階層構造におけ
る動作機能の選択及び選択した機能の起動を与える。図６は、信号を送信することで特定
の受信機が指定した回路を始動させるための送信機の動作を示す。始動信号を発するため
に、始動ボタン３及びキーパッド動作キーを一緒に押さなければならない。
【００６５】
　送信機のさらなる機能は、すぐ近くの受信機に低出力の設定信号を発信することであり
、受信機が設定信号を受信する状態にある場合、受信機が設定信号に規定されているコー
ドにそれらの回路コードを設定する。
【００６６】
　送信機のさらなる機能は、任意の受信機でチェックして高信頼度の送信のためにこのよ
うな受信機に十分な信号が有るかどうかを判断し得るフルパワーのテスト信号を発信する
ことである。
【００６７】
　図２及び図２Ａは、再利用できる受信機の正面及び背面図を示す。ハウジング１２は、
２０メートルの深さまで防水性を有し３０，０００フィートの高度に耐えるよう密閉され
ている。この受信機は、約４４０ｃｍ３の容積を有する。
【００６８】
　受信機の電力は、バッテリ区画１３の中に保持された、１つの使い捨て可能なＤセルア
ルカリ電池によって供給される。
【００６９】
　受信機は、電気起爆装置に始動電圧を供給する２つの電気端子１０を有している。電気
起爆装置へのケーブルは、最大３００メートルであり、最大６の起爆装置に接続する。
【００７０】
　受信機は、１／４波長又は１／２波長のモノポール又は無線受信を改善するためにアン
テナを延長するための延長ケーブルを接続するアンテナコネクタ８を有している。
【００７１】
　押しボタン９をしっかりと押すことによって受信機のスイッチがオンになり、さらに、
このボタンを１回又は「２回」押すことによって、ディスプレイ１１上に表示された機能
に関連して、図４，５Ａ及び５Ｂの受信機の動作機能を実行する。
【００７２】
　図３は、使い捨て可能／ディスポーザブルな受信機の正面図を示す。ハウジング１８は
、１メートルの深さまで防水性を有し３０，０００フィートの高度に耐えるよう密閉され
ている。この受信機は、約８０ｃｍ３の容積を有する。この受信機は、ハウジング１８の
内部に収容されたアンテナを有している。受信機の電力は、バッテリ区画１９の中に保持
された、１つのの使い捨て可能なＡＡセルアルカリ電池によって供給される。
【００７３】
　受信機は、電気起爆装置に始動電圧を供給する２つの電気端子１４を有している。ター
ミナルボタン１５を押し下げると、ケーブルがターミナル穴１４の中に挿入される。１つ
の電気起爆装置へのケーブルは、最大５メートルの長さである。
【００７４】
　押しボタン１７をしっかりと押すことによって受信機のスイッチがオンになり、さらに
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、ボタンを１回又は「２回」押すことによって、ディスプレイ１６上に表示された機能に
関連して図４，５Ａ及び５Ｂの受信機の動作機能を実行する。
【００７５】
　使い捨て可能／ディスポーザブルな受信機を、操作者が爆破の場所に戻らないような戦
闘状態での爆破の始動に使用できる。このような状態では、受信機ユニットを直さないた
め、受信機は「使い捨て」、すなわち爆破で破壊されるのが望ましい。
【００７６】
　このような使い捨て可能／ディスポーザブルな受信機は非常に低コストであり、この結
果として、通常要求される優れた仕様の多くを全てではないが犠牲にしなければならない
。すなわち、電波領域は都市環境で１ｋｍ減り、温度範囲は－１０℃から＋５０℃までに
減少し、水深はわずか１メートルまでであり、発破ケーブルの長さは２０メートルに減少
する。使い捨て可能な受信機は、３０，０００フィートの高度まで運搬し得る性能、使い
易いオペレータ機能、使い捨て可能なバッテリ、及び完全な安全機能を依然として保持す
る。
【００７７】
　遠隔始動装置は、無線信号によって爆発物を爆発させるよう指示するよう構成された高
性能の遠隔始動システムとして構成されている。各受信機は、１つの回路を爆発させるよ
う構成されている。この回路は、一般的な１つのクラス１の起爆装置及び最大４５０メー
トルの発破ケーブルから成る。
【００７８】
　１つの送信機は、最大１００の受信機を制御することができ、この機器は、指令を受け
ると、厳密に制御された限度内で、受信機が同時に又は別々に作動するように構成されて
いる。特定の送信機に関連して受信機を作動させるニーズに従って、周波数及びグループ
コード双方の方法によって、様々なシステムの形態を組み立ててよい。一般的な形態は、
１個の送信機及び２個、５個又は１０個の受信機である。
【００７９】
　送信機及び再利用可能な受信機のハウジングは、機械加工されたアルミニウム合金及び
エポキシ粉末をコーティングしたものから成る。使用時に、遠隔始動装置は、通常１個の
送信機及び２個の受信機のセットで供給され、これらは任意の付属品とともに射出成形さ
れたＡＢＳ／ポリカーボネートの輸送ケースに収容される。送信機及び受信機は、ベルト
に付けるよう構成された別々の網目状の袋を有しており、１／４波長のアンテナ、及び操
作者の指示の一覧カードを有している。
【００８０】
　送信機は、内蔵のテスト回路を有しており、安全性、信頼性を確実にして、障害が検出
された場合は安全な状態にシャットダウンする。点火には２つのボタンの同時操作を必要
とする。送信機の上面に取り付けられた点火ボタンは、キーパッドに対して垂直に向いて
おり、落下した場合の暴発の可能性を最小限にする。メモリに記憶された機密データは、
ＣＲＣチェックサムによって保護される。
【００８１】
　受信機は、内蔵のテスト回路を有しており、安全性、信頼性を確実にして、障害が検出
された場合は安全な状態にシャットダウンする。障害を検出すると安全な状態にユニット
をシャットダウンし、ＬＣＤ表示部によって故障の形式の表示を行う。また、受信機は、
「残り時間」表示部を具えた２つの安全解除遅延タイマーを有しており、ソフトウェアが
ハードウェアの安全な停止をバックアップすべくチェックする。また、受信機は、点火命
令が確認されるまで点火コンデンサを短絡させる。メモリに記憶された機密データは、Ｃ
ＲＣチェックサムによって保護される。１つの要素の障害によって予期せぬ爆発を引き起
こし得ることがないように、重要な要素を複製する。
【００８２】
　一般に、点火コードは、ベースバンドであるバイナリビット流であり、マンチェスター
符号化方式を用いて変調された後、ＲＦ搬送波の直接ＦＳＫ変調を用いて送信される。送
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信の整合性は、コードの長さ及びコード体系に組み込まれている高レベルのエラー検出に
由来する。点火事象が開始する前にキーを受信機と一致させる必要がある多くの異なるコ
ード又は識別子が、送信に組み込まれている。
【００８３】
　送信機の制御：オン／オフスイッチが、送信機の左上の面に取り付けられている。送信
機をオン又はオフに切り替えるために、スイッチを引き上げて回転させる。スイッチをオ
ン位置に位置させると、点火が可能となり、スイッチがオフ位置に位置する場合には点火
が不可能となる。点火ボタンは、送信機の右上の面にキーパッドに対して垂直な向きに取
り付けられている。それは、Ｔｘとともに使用されて、点火指令を送る。４つのキーから
成る触感キーパッドが送信機の正面に取り付けられている。機能は、以下の通りである：
　　他のキーとともにＴｘを使用して、点火指令、受信機の設定又はテストの送信を初期
化する。
　　「↑」キーが値を増加させ、メニューを介してオプション又はステップの値を増加さ
せる。
　　メニューキーにより、現在の機能を抜け出て、抜け出た機能に関連して直上のメニュ
ー選択表示に戻る。
　　このようなキーは、エスケープキーとみなされる。
　　ＯＫキーが、選択した数字又はオプションを受け入れる。
【００８４】
　送信機の表示部：２つの緑色の高性能ＬＥＤがＬＣＤの後方及びその中央に設けられて
いる。ＬＥＤの使用は、バックライトとともに、操作者が選択するオプションに直接関連
している。利用可能なオプションは：
　０　バックライトオン、ＬＥＤ停止
　１　バックライトオフ、ＬＥＤ有効（低輝度）暗視
　２　バックライトオン、ＬＥＤ有効（高輝度）
　３　バックライトオフ、ＬＥＤ有効（高輝度）
【００８５】
　これらのＬＥＤはＬＣＤを強化して、－２０℃よりも低い温度での送信機の現在の動作
モードを識別させる。操作者によってＬＥＤを容易に無効又は有効にし得る。ＬＥＤの機
能は：
　上部ＬＥＤ　上部ＬＥＤは、一般にキーの押し下げ挙動に追随する。
　下部ＬＥＤ　下部ＬＥＤは、点火指令の送信、又は継続的に点滅する場合にエラー状態
に直接的に関係する。
【００８６】
　送信機は、バックライト付きの３　１／２デジットのＬＣＤスクリーンを組み込んでい
る。スクリーンのバックライトは、最後にキーを押した後に１５秒間そのままを維持する
。
【００８７】
　受信機の制御：オン／オフの押しボタン瞬時スイッチが、受信機の上面に取り付けられ
ている。受信機の全ての機能又はモードシーケンスが、オン／オフボタンによって制御さ
れる。このスイッチは、多機能である。６００ミリ秒以上押し下げたままにすると、受信
機は停止する：短い間ボタンを押し下げて離すと（１回軽くたたくと）、受信機が次のモ
ードシーケンスに移行する。「カウント準備」モードの場合に２回軽くたたくと、受信機
が安全カウントダウン表示に移行する。
【００８８】
　受信機の表示部：２つの緑色の高性能ＬＥＤがＬＣＤの後方及びその中央に設けられて
いる。ＬＥＤの使用は、バックライトとともに、操作者が選択するオプションに直接関連
している。利用可能なオプションは：
　０　バックライトオン、ＬＥＤ停止
　１　バックライトオフ、ＬＥＤ有効（低輝度）暗視
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　２　バックライトオン、ＬＥＤ有効（高輝度）
　３　バックライトオフ、ＬＥＤ有効（高輝度）
【００８９】
　これらのＬＥＤはＬＣＤを強化して、－２０℃よりも低い温度での受信機の現在の動作
モードを識別させる。操作者によってＬＥＤを容易に無効又は有効にし得る。ＬＥＤの機
能は：
　上部ＬＥＤ　上部ＬＥＤは、一般にキーの押し下げ挙動に追随する。
　下部ＬＥＤ　下部ＬＥＤは、点火指令の送信、又は継続的に点滅する場合にエラー状態
に直接的に関係する。
【００９０】
　受信機は、バックライト付きの３　１／２デジットのＬＣＤスクリーンを組み込んでい
る。オプション０又は２に設定された場合、スクリーンのバックライトは、最後にキーを
押した後に１５秒間そのままを維持する。
【００９１】
　送信機及び受信機双方が、２つの独立したプロセッサを採用する。各プロセッサは、異
なるタイプである。各プロセッサのためのコードが、独立したソフトウェアの組によって
書かれており、共通のコードエラーを防止する。ソフトウェアは、ＩＳＯ９００１に関連
して開発され、管理された文書化された環境によって維持される。ソフトウェアは、以下
のものを含む厳密な符号化の実行によって書かれている：
　・擬似「高レベル」コード（ＰＤＬ）を使用して、アセンブリ言語に変換する前に符号
化構造を規定する。
　・サブプログラムへのエントリーポイント及びその終了ポイントが１つのみ
　・レジスタの使用に関して厳密な制御を行って偶発的な上書きを最小限にする。
　・割り込み処理のために別々のレジスタバンクを使用する。
　・タイミング及びデータ受信を制限する割り込みを使用する。
　・ダイナミックメモリ管理の使用を回避する。
　・浮動点計算の使用を回避する。
　・ＣＲＣチェックサムによる機密データの保護。
【００９２】
　ソフトウェアのバリエーションは、以下のものを含むソフトウェアの形式的分析処理に
よる：
　・安全性の記録
　・ソフトウェアのフォルトツリー解析（ＦＴＡ）
　・妥当性及び検証（ＶａｎｄＶ）の報告
【００９３】
　遠隔始動装置は、無線信号又は時間によって、爆弾の爆発を指示するよう構成されてい
る。遠隔始動装置は、特殊作戦のための攻撃又は防御始動システムとして、及び従来の爆
破又はＥ．Ｏ．Ｄ．始動システムとして採用されるよう柔軟性を有している。遠隔始動装
置は、ＵＨＦ無線リンク又は時限始動を使用することによって作動し、これにより、無線
ベースのシステムに関する欠点を克服する。上述のように、遠隔始動装置は、使用者の要
求に応じて、１の送信機及び２，５又は１０の受信機を具えている。各受信機は、一般に
ラインと称される１の回路を始動させる。各ラインは、２５オーム以下のトータルの抵抗
で回路を点火させるための容量を有している。ＲＩＦモードで、都市環境における遠隔始
動装置の一般的な作動範囲は、約３ｋｍである。開放地形では、３乃至５ｋｍが期待でき
るが、見通し線の下では１０乃至２５ｋｍの範囲が可能となる。
【００９４】
設計安全特性
　遠隔始動装置は、ＵＨＦ無線信号を使用して、送信機から受信機に点火指令を送る。各
システムは、特定の周波数で動作する。ソフトウェアの中で、各システムが固有の３つの
デジタルコードを割り当てられているため、送信機は同じグループに属する受信機のみを
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作動させ得る。このコードは、グループコードと称される。グループコードは、全ての送
信機及び受信機の外側に明確に印されている。
【００９５】
　同じ周波数で動作する２つのシステムが配備される状況が生じる可能性がある。（短い
送信時間を与えた場合には起こりそうもないが）正確に同時刻に送信機を動作させると、
信号受信領域内で干渉が起きるであろう。各システムに関する固有のコードのため、これ
による意図的ではない回路の点火をもたらさないであろう。代わりに、信号受信領域内の
これらの受信機は、点火指令を無視するであろう。このような影響は、「ブロッキング」
として知られている。送信機及び受信機の双方に組み込まれたデュアルプロセッサは、送
信機のコード送信の信頼性及び受信機の復号化機能の信頼性を高める。ＴＩＦモードにお
いて、双方のプロセッサが個別のクロックを実行し、始動が起きる前に時間が同期する必
要がある。
【００９６】
　データ比較及び検証処理を含む総合的なエラーチェックシステムが無線送信に採用され
ている。これにより、全ての爆発指令の整合性及び高い安全基準を保証する。
【００９７】
　偶発的な短絡を有する場合、点火回路に使用されるコンデンサ放電システムによりケー
ブル又は受信機の損傷を防ぐ。受信機は、オン／オフの押しボタンから成る瞬時スイッチ
を組み込んでいる。このオン／オフスイッチは、受信機の機能全てを制御する。オン／オ
フスイッチが１秒間以上押し下げられた状態を保持する場合、受信機が停止する。オン／
オフスイッチを短い間押し下げることで、使用者はプログラムシーケンスの次のモードに
移動し得る。２又は５分の継続時間から成る安全遅延時間が、武装の前に受信機の中に組
み込まれており、２９０秒から０秒までのカウントダウンとして表示される。
【００９８】
　カウントダウンの時間中に、プログラムを介して電源一旦切ってすぐに入れ直すことで
又は受信機のスイッチをオフにすることで、受信機が爆発できないようにするであろう。
送信機は、引き上げ回転式のオン／オフスイッチを組み込んでおり、設置処理の間におけ
る回路の予期せぬ始動を防止する。このオン／オフスイッチは、爆発物を準備する使用者
のための安全環境を効果的に形成する。
【００９９】
　送信機は、受信機を設定するとき及び爆発物を始動するときのみにオンしなければなら
ない。２つの点火ボタンが送信機の異なる面に設けられている。点火コマンドを送信する
のに両手でキーを押すことを要する。
【０１００】
　ここで、図４から図６を参照すると、遠隔始動装置の動作処理を提示している。図４は
、受信機の回路モードの設定１００に関する。送信機をオンする前に、送信機及び受信機
にバッテリ及びアンテナが具わっているか否かをチェックする（１０１）。ＯＫの場合、
送信機をオンして、自己テストを開始する（１０２）。自己テストの結果（１０３）、テ
ストに失敗した場合エラーコードを表示し（１０４）、テストがＯＫの場合には続行する
。そして、受信機のスイッチをオンして、自己テストを開始する（１０５）。自己テスト
の結果（１０６）、テストに失敗した場合エラーコードを表示し（１０７）、テストがＯ
Ｋの場合には続行する。ＯＫの場合、受信機のボタンを押すことで、現在の回路設定のコ
ードを表示し、設定の文字が、設定可能な間に６０秒間点滅する（１０８）。そして、送
信機の設定機能を選択して、回路設定の値を選択し、ＵＳＥＲ／ＧＲＯＵＰ／ＣＩＲＣＵ
ＩＴ　の値を送信する（１０９）。受信機が、新たな回路値を表示する（１１０）。ここ
で、受信機が動作用に設定され、要求されるまで送信機及び受信機のスイッチを切ること
ができる（１１１）。
【０１０１】
　図５Ａ及び図５Ｂは、受信機の配備及び爆発の始動のための設定に関する（１２０）。
受信機にバッテリ及びアンテナが具わっているか否かを確認するようチェックする（１２
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１）。具わっている場合、受信機をオンして、自己テストを開始する（１２２）。自己テ
ストの結果（１２３）、テストに失敗した場合エラーコードを表示し（１２４）、テスト
がＯＫの場合には続行する。ＯＫの場合、バッテリ出力レベルを表示する（１２５）。そ
して、回路設定のコードを表示する（１２６）。そして、受信機をスイッチオフし、点火
回路を接続する（１２７）。受信機をオンに切り替え、自己テストを開始する（１２８）
。自己テストの結果（１２９）、テストに失敗した場合エラーコードを表示し（１３０）
、テストがＯＫの場合には続行する。（図５に移って）ＯＫの場合、受信機のボタンを押
してバッテリの状態を視て（１３１）、受信機のボタンを再び押すことにより、回路設定
の値をチェックし（１３２）、信号強度（１３３）及びライン抵抗（１３４）をチェック
する。そして、受信機ボタンを「安全カウントダウン」準備状態になるよう押す（１３５
）。そして、受信機ボタンを２回軽くたたき、「安全カウントダウン」を開始する（１３
６）。
【０１０２】
　図６は、送信機を用いた回路の点火に関し、受信機の点火を始動する（１４０）。送信
機のオンスイッチを引き上げてオン位置に回転させる（１４１）。送信機の自己テストが
開始する（１４２）。自己テストの結果（１４３）、テストに失敗した場合エラーコード
を表示し（１４４）、テストがＯＫの場合には続行する。ＯＫの場合、送信機は今度は「
アドレスモード」になり、「↑」キーを使用して第１の回路のディジットを設定し、ＯＫ
を押して承認する（１４４）。そして、「↑」キーを使用して第２の回路のディジットを
設定し、ＯＫを押して承認する（１４５）。送信された点火指令は、ＯＫキーを保持して
Ｔｘキーを押すことによって有効になり、点火を始動し、送信機にＦＩＲＥＤを表示する
（１４６）。
【０１０３】
利点
（ａ）安全性の改善
（ｂ）時限又は非時限の始動
（ｃ）受信機の単一又は多重動作
（ｄ）１つの部品の障害により危険な状況及び点火に至ることがない
（ｅ）デュアルマイクロプロセッサ
（ｆ）送信機及び受信機間での共通する信号コードの共有
【０１０４】
バリエーション
　本明細書の記載を通して、「具える（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）」という用語及び「具えてい
る（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」及び「具える（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」といったその用語
のバリエーションは、他の追加物、要素、整数又はステップを排除することを意図するも
のではない。
【０１０５】
　当然ながら、上記が本発明の具体例として与えられている一方で、当業者にとって明ら
かであるこのような及び他の改良及びバリエーション全てが、添付した特許請求の範囲に
規定されているように、本発明の広い範囲及び範囲内にあると考えられる。
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